













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発 行 日: 2016年 7月 20日
発　　行 : 
　　　　 〒 190-8518　東京都立川市緑町 10-3　www.nipr.ac.jp
本誌についてのお問い合わせ :
 広報室 TEL:042-512-0655 / FAX:042-528-3105
  e-mail:kofositu@nipr.ac.jp
定期送付ご希望の方は、メールにてお申し込みください。
デザイン : フレーズ
制　　作 : サイテック・コミュニケーションズ
表紙：極スペシャルに登場いただいた女優の南沢奈央さん　撮影：山本真司
吉田　栄夫（よしだ・よしお）
国立極地研究所・立正大学名誉教授。（公財）日本極地研究振興会理
事長。1930年生まれ。長く南極大陸の地形や氷河、湖沼など、自然
地理学の研究に従事。1957年の第2次夏隊、第4次越冬隊、第8次
越冬隊、第16次観測副隊長兼夏隊長、第20次観測隊長兼夏隊長、
第22次観測隊長兼越冬隊長、第27次観測隊長兼夏隊長、アメリカ
隊、ニュー ジ ラーンド隊、イギリス隊などに参加。第2次南極観測隊
では樺太犬係担当を兼ねる予定だった。
Profile
事の始まり
　長野県北佐久郡、“御牧が原”の地形研究を修士論文作成の目標とし
ながら、先輩方がお声を掛けて下さるのにまかせて、大学院修士1年
の時から、南アルプス赤石山脈の山地崩壊や氷河地形、北海道根釧原
野での地形と地下水調査に出掛けたりしていた1955年秋、修士2年
目の私は東大地理学教室の吉川虎雄助教授から、「南極へ行く気があり
ますか」とお声を掛けて頂いた。なんでもやってみたい、ことに南極は
誰もよく知らないところ、少々軽はずみな気の多かった私は、「是非お
願いします。」と申上げた。当初、国際地球観測年（IGY）を中心に3年
間ほどで終わる予定だった南極国際協同観測が、60年を超えて続けら
れようとしている。私の人生は南極の掌の内にあったのである。
濤
とう
沸
ふつ
湖
こ
訓練
　1956年1月下旬、我が国の南極観測参加に火を付けた朝日新聞社
主催の、北海道網走近くの濤
とう
沸
ふつ
湖
こ
での寒冷地訓練が始まった（写真）。
前半と後半の2班に分かれて、訓練を受けた。前半は超高層物理学や
気象学の研究者・観測者が、後半は地球物理学や地質学などの方々、
南極観測を背負って立つ永田武先生の義弟に当たる力武常次、門下の
村内必典、上田誠也、或いはすでに世界的に有名な火山学の久野久先
生（火山を勉強していた私は、修士1年の時、隣りの地理学教室からひ
とり先生の大学院ゼミに入れて頂いた）という錚々たるメンバーがおら
れた。吉川先生はといえば、地理部門（IGYの時には地理部門が、測地・
測量とは別にあったのである）として、東京都立大学助手の戸谷洋先生
と私を連れて参加、奇しくも戸谷先生は、私が1年だけ在学できた旧
制都立高等学校理科の学生の時の、地学の先生であった。
　厚さ25cm 程の濤沸湖の氷の上には、我が国初めてという緑色のパ
ネル式組立小屋が建っていた。そこには、日本の南極参加を思い付い
たという、かつてのベルリン・オリンピック走り高跳び選手だった朝日
新聞社の矢田喜美雄記者、戦後いち早く早稲田大学山岳部を指揮して、
南米アコンカグア登頂を果たした関根吉郎教授が頑張っておられた。
ひとりで山野を跋渉してはいたが、私にとってスキーは生まれて初め
ての経験、川湯温泉から濤沸湖への帰途、なにくそ平地滑走ならと早
大山岳部OBの寺谷さんのあとを必死で追った。そして、帰途、北大
関係者の計らいで、寒風吹きすさぶチセヌプリ登頂も経験、なんとか
南極観測隊員候補者の末尾に加えて頂けたのであった。
『極』の弟妹版『ぷれ極』創刊号発行！！
小学高学年から中学生を対象とした極地研広報誌
『ぷれ極』創刊号が、2016年8月3日（水）に発行され
ます。極地研究を楽しくわかりやすく紹介していま
す。ご希望の方は、メー ルにてお申し込みください。
